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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
菅
内
閣
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
東
北
電
力
株
式
会
社
東
通
原
子
力
発
電
所
第
一
号
機
に
お
け
る
緊
急
安
全
対
策
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
、
立
入
検
査
や
訓
練
の
立
会
い
に
よ
り
確
認
及
び
評
価
を
し
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

（
以
下
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
」
と
い
う
。
）
で
の
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
十
五
メ
ー
ト
ル
程
度
の
津
波
に
よ
り
、
全

交
流
電
源
喪
失
に
至
っ
た
と
し
て
も
、
注
水
に
よ
る
冷
却
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
炉
心
及
び
使
用
済
燃
料
の
損
傷
を
防
止
し
、

多
量
の
放
射
性
物
質
の
放
出
と
い
っ
た
事
態
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
定
期
検
査
中
の
東
北
電
力
株
式
会
社
東
通
原
子
力
発
電
所
第
一
号
機
が
、
所
要
の
検
査
を
経
た
上
で
、

運
転
を
再
開
す
る
こ
と
は
安
全
上
問
題
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
っ
て
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
発
生
し
た
事

象
に
つ
い
て
の
全
体
像
の
把
握
、
分
析
及
び
評
価
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
知
見
が
、
現
在
建
設
中
の
東
京
電
力
株
式
会
社
東
通

原
子
力
発
電
所
第
一
号
機
及
び
電
源
開
発
株
式
会
社
大
間
原
子
力
発
電
所
並
び
に
計
画
中
の
東
北
電
力
株
式
会
社
東
通
原
子

一



力
発
電
所
第
二
号
機
及
び
東
京
電
力
株
式
会
社
東
通
原
子
力
発
電
所
第
二
号
機
に
適
切
に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
五
月
一
日
、
日
本
原
燃
株
式
会
社
等
に
対
し
て
、
津
波
そ
の
他
の
事
象
に
よ

り
交
流
電
源
を
供
給
す
る
全
て
の
機
能
、
再
処
理
施
設
の
放
射
性
物
質
の
崩
壊
熱
を
除
去
す
る
機
能
及
び
水
素
の
発
生
の
お

そ
れ
が
あ
る
設
備
に
お
い
て
そ
の
滞
留
を
防
止
す
る
機
能
を
喪
失
し
た
場
合
に
、
そ
れ
ら
を
回
復
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

た
め
の
緊
急
安
全
対
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
ず
は
、
こ
れ
を
同
社
が
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

現
在
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
い
か
に
収
束
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
政
府
と

し
て
、
事
態
の
収
束
に
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
徹
底
的
な
検
証
を
行

い
つ
つ
、
原
子
力
政
策
を
含
む
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
民
各
層
の
御
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

二


